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第２次常陸大宮市定員適正化計画を策定第２次常陸大宮市定員適正化計画を策定
　当市では、平成２２年度に常陸大宮市定員適正化計画を策定し、職員数を５５９人から５年間で１０％削減し５０３人と
する目標を揚げ、職員採用の抑制や組織機構の見直し等に取り組んだ結果、平成２７年度当初の職員数は５０１人とな
り、目標を達成しました。
　第２次常陸大宮市定員適正化計画は、前計画が平成２７年３月３１日で期間の終了を迎えたため、その基本方針を
踏襲し、今後における本市の行財政運営を、しっかりと支えていくための指針として策定しました。

☆進捗状況の公表
　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、毎年度「広報常陸大宮」及び「常陸大宮
市ホームページ」により公表します。

■問い合わせ■　総務課　職員グループ　緯５２‐１１１１（内線３２１）

☆計画期間　　平成２７年度から平成３１年度までの５年間とします。

☆数値目標　

※　５０３人平成２７年　　Ａ４月１日現在の職員数

４７３人平成３２年　　Ｂ

　３０人削減職員数　　　　　　　　　　Ｃ（Ｂ－Ａ）

６．０％削減率　　　　　　　　　　　　Ｃ／Ａ×１００

※計画策定上の数値であり、前計画の目標値を用いています。

目標達成に向けた取り組み

　簡素で効果的な行政組織体制の確立維持のた
め、複雑かつ高度化する行政需要に柔軟に対応で
きる職員の資質・能力の向上を目指します。

○職員の資質・能力の向上

　市民サービス水準の向上、行財政運営の効率化
等の観点から、行政職員による直接執行が必要な
業務を除くすべての業務を対象として、外部委託
や指定管理者制度の導入を推進し、民間の高度な
専門性や蓄積されたノウハウの積極的な活用を進
めます。

○外部委託等の推進

　すべての事務事業の始期及び終期の把握に努
め、各年度で事業量に応じた人員の再配置を行
い、計画的な人員削減の取り組みを進めます。

○事務事業量に応じた人員配置
　部課等執行体制の再編や各施設の統廃合などに
より、組織のスリム化を図るとともに、地域住民
の意向や地域の特性などを反映した様々な行政課
題に、迅速に対応するための組織改革を推進し、
時代の変化に即応できる組織機構の構築を図りま
す。

○組織機構の再編等

　年齢区分の偏りなどに配慮し、必要最小限の職
員採用を計画的に行うとともに、豊富な知識や技
術を有する再任用職員の活用を推進します。
　なお、臨時的な事務事業への対応については、
当該事務事業の内容や必要性などを勘案し、可能
な限り任期付職員や臨時的任用職員で対応しま
す。

○計画的な職員の採用


